
あ
と
が
き

今
回
、
企
画
し
た
座
談
会
は
、
残
念
な
が
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
状
況
の
悪
化
に
よ
り
、
メ
ン
バ
ー
四
人
が
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と

は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
本
誌
に
お
い
て
座
談
会
は
、
こ
れ
ま

で
特
集
と
し
て
大
切
に
継
続
さ
れ
て
き
ま
し
た
の
で
、
文
書
に
よ
り
意

見
や
情
報
を
交
流
し
、
ま
た
個
別
に
対
話
す
る
こ
と
に
よ
り
、
座
談
会

風
に
構
成
し
て
み
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
中
の
苦
肉
の
策
と
言
え
る
の
で

す
が
、
そ
れ
で
も
四
人
の
中
に
は
何
か
し
ら
温
か
い
つ
な
が
り
が
で
き

た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

特
別
企
画
で
取
り
上
げ
た
「
中
谷
宇
吉
郎
雪
の
科
学
館
」
は
、
一
度

で
も
訪
れ
る
と
、
そ
こ
で
見
た
現
象
が
い
つ
ま
で
も
心
に
残
り
ま
す
。

そ
れ
ほ
ど
に
雪
と
氷
の
美
し
さ
は
人
間
に
と
っ
て
神
秘
的
な
の
で
し
ょ

う
。
こ
の
館
が
他
の
地
で
は
な
く
、
石
川
県
に
あ
る
こ
と
が
と
て
も
誇

ら
し
く
思
え
ま
す
。

梅
か
ら
桜
、
桜
か
ら
新
緑
へ
の
、
刻
々
と
変
化
す
る
春
の
季
節
は
、

同
時
に
年
度
変
わ
り
の
様
子
と
も
重
な
り
ま
す
。
何
か
と
気
ぜ
わ
し
い

こ
の
よ
う
な
時
期
に
、
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
方
々
に
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

（
中
村
）

家
庭
と
学
校
を

結
ぶ
教
育
誌

フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
イ
フ

発

行

令
和
四
年
五
月
二
十
日

頒

価

二
五
〇
円

編
集
・
発
行

公
益
社
団
法
人
石
川
県
教
育
文
化
会
議

理
事
長

森

田

輝

雄

編
集
長

中

村

雅

恵

〒
九
二
〇‐

〇
九
一
八

金
沢
市
尾
山
町
一
〇
―
五

石
川
県
文
教
会
館
内

・
FAX
〇
七
六
―
二
二
二
―
〇
八
七
七

印

刷

株
式
会
社
橋
本
確
文
堂

１年

「そらのたび」
本 蒼葉

「サッカーじょうの上のクジラ」
新座 貫太

「ふうせんをのみこんでいる
あかるいふうせんくじら」

田村 胡桃

２年

「りゅうぐうじょうに行きたいな」
川島 瑞希

「魚とぼく」
中村 奎成

「わあー大きなかめだ」
北野 美結

白山市立明光小学校児童作品
（学年は令和３年度）

（
季
刊
）

１年間 3,000 円（送料込み） ６冊発行

石川県文教会館内
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３年

「ＵＦＯ おなおし 大作戦！」
後藤 心

「カレーを食べて虹色コスモ」
中本 結月

「コスモとけんたろうくんが
三角ポーズ」
藤田 由季

４年

「うさぎムシ」
阿部 紗月

「人食いきょうぼうワニ」
片出 彪琉

「鳥緑ガメ」
林 兎篤



５年

「出会った森」
若林 優

「ぼくが初めてシカを見た日」
竹中 楓來

「洞窟でシカに囲まれた三人」
白坂 美月

６年

「ようこそ 夢の世界へ」
永井 美紅

「あ、折れた」
荒﨑 菫玲

「あこがれのセーラー服」
萩原 日向未


